
三
島
由
紀
夫
『
鹿
鳴
館
』
の
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン

〈銃

声
〉
の
多
義
性
と
選
択
1

木
　
村
　
陽
　
子

は
じ
め
に

　
F
鹿
鳴
館
」
の
幕
切
れ
の
〈
銃
声
〉
は
、
清
原
永
之
輔
が
ピ
ス
ト
ル

自
殺
を
し
た
音
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
た
し
か
に
、
水
谷
八
重
子
の
主
演
（
一
九
六
二
年
二
月
初
演
）
で

「
鹿

鳴
館
」
を
繰
り
返
し
上
演
し
て
き
た
新
派
の
興
業
元
で
あ
る
松
竹

の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
「
作
品
紹
介
」
に
は
、

　
す
べ
て
が
影
山
の
陰
謀
だ
と
知
っ
た
朝
子
は
夫
に
決
別
を
宣
言
し
、

清
原
の

も
と
へ
行
く
決
意
を
す
る
。
そ
の
頃
、
最
愛
の
息
子
を
自
ら

の

手
で
殺

し
て
し
ま
っ
た
清
原
は
す
べ
て
に
絶
望
し
、
自
殺
し
て
い

（昆
゜

ナ
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
当
に
そ
う
だ
ろ
う
か
。
原
作
者
の

三
島
由
紀
夫
は
、
そ
う
い
う
結
末
を
こ
の
作
品
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
と
し

て
想
定
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
原
作
戯
曲
r
鹿
鳴
館
」

（
1
九
五
六
年
一
二
月
『
文
学
界
』
）
に
は
、
「
自
殺
」
と
い
う
言
葉
は

ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
。

　
本
稿

は
、
こ
の
疑
問
に
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
視
点
か
ら
光
を

あ
て
て
、
以
下
に
考
察
を
試
み
て
い
く
。

　
　
一
　
作
品
の
成
立

　
一
九
五
六
年
、
三
一
歳
の
三
島
由
紀
夫
は
、
劇
団
文
学
座
創
立
二
〇

周
年
を
記
念
し
た
創
作
劇
を
委
嘱
さ
れ
、
「
鹿
鳴
館
」
（
悲
劇
四
幕
）
を

執
筆

し
た
。
日
本
の
代
表
的
新
劇
団
で
あ
る
文
学
座
と
三
島
由
紀
夫
と

の

交
流

は
、
一
九
五
〇
年
に
文
学
座
ア
ト
リ
エ
公
演
と
し
て
舞
台
に
か

け
ら
れ
た
「
耶
郭
」
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
「
卒
塔
婆
小
町
」
（
一
九
五

二
年
、
ア
ト
リ
エ
）
、
r
夜
の
向
日
葵
」
（
一
九
五
三
年
、
本
公
演
）
、

rww
上
」
　
（
1
九
五
五
年
、
本
公
演
）
、
F
ロ
ハ
ほ
ど
高
い
も
の
は
な
い
」

（
1
九
五
五
年
、
本
公
演
）
、
r
船
の
＄
S
拶
」
　
（
1
九
五
五
年
、
ア
ト
リ
エ
）

一
105　一



と
両
者
は
関
係
を
深
め
て
い
き
、
「
鹿
鳴
館
」
（
本
公
演
）
は
三
島
が
文

学
座
に

提
供
し
た
七
番
目
の
台
本
と
な
っ
た
。

　
本
作
は
委
嘱
の
時
点
で
、
当
劇
団
の
看
板
女
優
に
し
て
、
演
劇
人
と

し
て
最
初
に
日
本
芸
術
院
賞
を
受
賞
し
た
名
優
・
杉
村
春
子
（
当
時
、

五

o
歳
）
が
ヒ
ロ
イ
ン
を
務
め
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
た
。
そ
の
年
、

杉
村
は

ア

ジ
ア
連
帯
文
化
使
節
団
の
一
員
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
イ
ン

ド
、
エ
ジ
プ
ト
、
ソ
連
、
中
国
を
歴
訪
し
、
三
島
の
台
本
で
舞
台
復
帰

す
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
た
。

　
実
は

当
時
、
杉
村
は
1
つ
の
壁
に
突
き
当
た
っ
て
い
た
。
「
鹿
鳴
館
」

初
演
の
ち
ょ
う
ど
一
年
前
の
『
朝
日
新
聞
』
に
は
、
「
ひ
と
こ
ろ
「
新

派

く
さ
い
」
と
評
さ
れ
て
、
大
い
に
フ
ン
ガ
イ
し
た
。
き
ら
び
や
か
な

彼
女
の
舞
台
の
ふ
ん
い
き
・
色
気
た
っ
ぷ
り
な
芸
と
《
あ
ね
こ
》
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
こ

わ
れ
る
気
風
が
そ
う
い
わ
せ
る
の
だ
ろ
う
」
と
あ
る
。
「
『
新
派
く
さ
い
』

と
評
さ
れ
」
と
い
う
の
は
、
同
じ
文
学
座
の
芥
川
比
呂
志
ら
若
手
俳
優

た
ち
の
演
技
と
比
較
さ
れ
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
再
小
嬌
に
よ
れ
ば
、
福

田
恒
存
が
翻
訳
・
演
出
し
た
「
ハ
ム
レ
ッ
　
L
」
　
（
1
九
五
五
年
、
本
公

演
）
お
よ
び
主
演
を
務
め
た
芥
川
の
演
技
は
、
当
時
「
戦
後
の
最
高
作

の

1
つ
」

と
絶
賛
さ
れ
た
が
、
本
作
に
ガ
ー
ト
ル
－
ド
役
で
出
演
し
た

杉
村
は

福
田
演
出
の
速
い
テ
ン
ポ
に
な
じ
め
ず
、
逆
に
「
古
い
も
の
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

の

刻
印
を
押
さ
れ
る
結
果
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
も
、
三
島
に
委
嘱
さ
れ
た
台
本
は
、
杉
村
春
子

の

持
ち
味
を
最
大
限
に
引
き
立
た
せ
る
と
と
も
に
、
「
古
い
芝
居
」
「
新

派

風
」
と
い
っ
た
彼
女
に
張
り
つ
い
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
払

拭
す

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
結
果
、
三
島
が
造
形
し
た

の

は
、
鹿
鳴
館
時
代
の
実
力
者
・
影
山
伯
爵
の
妻
で
あ
り
な
が
ら
、
影

山
の
政
敵
で
あ
る
自
由
党
の
首
領
・
清
原
永
之
輔
と
か
つ
て
愛
し
合
い
、

子

ま
で
成
し
た
、
も
と
新
橋
の
名
妓
と
い
う
役
ど
こ
ろ
だ
っ
た
。
前
掲

『
朝

日
新
聞
』
の
杉
村
評
が
的
を
射
て
い
る
な
ら
ば
、
「
き
ら
び
や
か
な
」

rふ
ん

い

き
」
と
「
色
気
た
っ
ぷ
り
な
芸
」
、
さ
ら
に
「
《
あ
ね
こ
》
と

い

わ
れ
る
気
風
」
を
併
せ
持
つ
と
さ
れ
る
彼
女
に
、
最
適
な
役
ど
こ
ろ

だ

っ

た

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
杉
村
自
身
、
「
台
本
を
手
に
し
て
女
主
人

公
朝
子
に
向
き
合
っ
た
時
、
あ
る
戦
燥
が
走
」
っ
た
と
し
、
「
『
鹿
鳴
館
』

と
の
出
会
い
は
、
昔
か
ら
夢
に
描
い
て
い
た
理
想
の
恋
人
に
会
っ
た
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

い

で
心
が
は

ず
み

ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
手
ご
た
え
は
三
島
の
側
に
も
あ
っ
た
。
初
演
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
三

島
は　

こ
の
芝
居
は
い
わ
ば
、
私
の
は
じ
め
て
書
い
た
「
俳
優
芸
術
の
た

め

の
作
品
」
で
あ
る
。
戯
曲
と
い
う
も
の
は
、
そ
う
あ
る
べ
き
が
当

然
だ

が
、
い
ろ
い
ろ
と
作
者
の
我
欲
が
で
て
、
い
つ
も
そ
う
い
う
風

に

は

行
か

な
い
。
こ
ん
ど
は
大
分
、
そ
の
我
欲
を
押
へ
得
た
と
思
っ

　
　
　
う
　

て
い
る
。

と
、
「
俳
優
」
つ
ま
り
は
杉
村
春
子
の
た
め
に
書
い
た
台
本
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し
て
い
る
。

　
そ

の

三
島
が
、
「
鹿
鳴
館
」
の
演
出
家
に
指
名
し
た
の
は
、
自
身
よ

一
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り
一
歳
年
下
の
松
浦
竹
夫
だ
っ
た
。
文
学
座
研
究
所
に
入
所
し
て
丸
四

年
目
だ
っ
た
当
時
の
松
浦
は
、
い
ま
だ
正
座
員
に
満
た
な
い
準
座
ロ
貝
に

す

ぎ
な
か
っ
た
。
当
然
本
公
演
で
の
演
出
経
験
も
な
く
、
演
出
家
が
松

浦
に

決
定

し
た
と
き
は
、
当
人
も
周
囲
も
驚
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、

こ
の
采
配
は
当
た
っ
た
。
『
テ
ア
ト
ロ
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
稽
古
場
め

ぐ
り
」
を
読
む
限
り
、
生
真
面
目
で
素
直
な
若
き
演
出
家
と
、
才
能
と

熱
意
に

あ
ふ
れ
た
原
作
者
、
そ
し
て
時
に
彼
ら
を
主
導
す
る
ベ
テ
ラ
ン

俳
優
陣
と
い
う
組
み
合
わ
せ
は
、
ス
ラ
ン
プ
気
味
だ
っ
た
杉
村
に
と
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
や

り
や
す
い
布
陣
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　
結
果

と
し
て
初
演
「
鹿
鳴
館
」
は
、
関
係
者
の
予
想
を
上
回
る
成
功

を
収
め
た
。
初
演
か
ら
四
年
の
間
、
文
学
座
は
「
鹿
鳴
館
」
を
、
大
阪
．

名
古
屋
・
福
岡
・
仙
台
・
長
崎
な
ど
の
地
方
公
演
も
含
め
て
、
計
一
〇

五
回
上
演
し
、
同
劇
団
の
当
た
り
狂
言
と
な
っ
た
。
戯
曲
も
舞
台
と
と

も
に
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
こ
の
年
、
三
島
は
小
説
「
金
閣
寺
」

（
1九
五
六
年
一
～
1
0
月
『
新
潮
』
）
で
文
壇
で
の
地
位
を
確
固
た
る

も
の
と
し
、
さ
ら
に
戯
曲
「
鹿
鳴
館
」
で
劇
作
家
と
し
て
の
名
声
も
手

に

し
た
。
そ
の
後
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
「
鹿
鳴
館
」
は
六
〇
年
以
上

に

わ
た
り
舞
台
で
再
演
さ
れ
続
け
、
さ
ら
に
は
四
度
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

化
、
映
画
化
、
オ
ペ
ラ
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
に
移
し
替
え

ら
れ
、
語
り
直
さ
れ
、
読
み
替
え
ら
れ
て
き
た
。
【
表
】
は
、
そ
れ
ら

の

う
ち
で
確
認
で
き
た
デ
ー
タ
を
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
。
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【表】「鹿鳴館」アダプテーションー覧

メディア 制作 上演・公開・放送日 演出・監督 主演

1 演劇 文学座 1956年11－12月 松浦竹夫 杉村春子

2 演劇 文学座 1957年10月 松浦竹夫 杉村春子

3 演劇 文学座 1958年1－2月 松浦竹夫 杉村春子

4 演劇 文学座 1958年8－9月 松浦竹夫 杉村春子

5 TV フジテレビ 1959年7月9日 松浦竹夫 杉村春子

6 TV TBS 1961年12月1日・8日 松浦竹夫 杉村春子

7 演劇 新派 1962年11－12月 戌井市郎 水谷八重子

8 演劇 新派 1963年10月 戌井市郎 水谷八重子

9 演劇 新派 1964年6月 戌井市郎 水谷八重子

10 演劇 劇団NLT 1967年6月 松浦竹夫 村松英子

11 TV NHK 1970年4月25日 和田勉 岩下志麻

12 演劇 松竹 1972年12月 松浦竹夫 水谷八重子

13 演劇 中日劇場 1974年3－4月 松浦竹夫 水谷八重子

14 演劇 新派 1980年2月 戌井市郎 水谷良重

15 演劇 中日劇場 1980年4月 戌井市郎 水谷良重

16 演劇 新派 1981年4月 戌井市郎 水谷良重

17 演劇 新派 1981年8月 戌井市郎 水谷良重

18 演劇 東宝 1982年4月 石井ふく子 佐久間良子

19 演劇 劇団テアトロ海 1986年5月 松浦竹夫 山口礼子

20 映画 東宝 1986年9月 市川昆 浅丘ルリ子

21 演劇 梅田コマ劇場 1987年9月 戌井市郎 有馬稲子

22 演劇 松竹芸能 1988年10月 戌井市郎 若尾文子

23 演劇 松竹・新派 1995年11月 戌井市郎 二代目・水谷八重子

24 演劇 サロン劇場・夜想会 2003年11月 野伏翔 村松英子

25 演劇 テレビ東京 2004年1－2月 山田和也 佐久間良子

26 演劇 劇団四季 2006年1－6月 浅利慶太 野村玲子

27 TV TV朝日 2008年1月5日 鎌田敏夫 黒木瞳

28 オペラ 新国立劇場 2010年6月 鵜山仁 黒田博ほか
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二
　
原
型

原
作
者
の
影
響
下
で
の
r
鹿
鳴
館
」

（
1
）
　
r
ノ
ー
・
カ
ッ
ト
上
演
」
へ
の
こ
だ
わ
り

　
三
島
由
紀
夫
は
、
あ
く
ま
で
戯
曲
の
原
作
者
と
い
う
立
場
に
あ
り
、

本
来
、
上
演
で
の
旦
ハ
体
的
な
演
出
は
劇
団
の
演
出
部
が
仕
切
る
こ
と
が

自
然
で
あ
る
。
し
か
し
三
島
は
、
自
身
の
意
図
を
離
れ
た
自
由
な
演
出

に

よ
る
「
鹿
鳴
館
」
の
上
演
を
拒
み
、
初
演
以
来
の
松
浦
竹
夫
と
、
同

じ
v
三
島
か
ら
指
名
さ
れ
た
文
学
座
の
ベ
テ
ラ
ン
演
出
家
・
戌
井
市
郎

の

二
者
に

し
か
演
出
を
許
さ
な
か
っ
た
。
特
に
、
役
者
に
は
セ
リ
フ
の

改
変
を
厳
し
く
禁
じ
た
。
そ
の
理
由
を
三
島
は
、
「
『
鹿
鳴
館
』
は
、
筋

立
て
は

全

く
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
、
セ
リ
フ
は
全
く
の
知
的
な
様
式
化
、
と

い

う
点
に
狙
い
が
あ
る
の
で
、
特
に
セ
リ
フ
に
す
べ
て
が
か
か
っ
て
い

る
以
上
、
セ
リ
フ
の
緊
張
感
が
ゆ
る
め
ば
、
通
俗
的
な
メ
ロ
ド
ラ
マ
し

か

残

ら
な
い
。
こ
れ
を
お
そ
れ
て
、
私
は
強
硬
に
、
ノ
ー
・
カ
ッ
ト
上

　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ニ

演
を

主
張
し
て
き
た
」
の
だ
と
説
明
し
て
い
る
。

　
原
作
戯
曲
の
忠
実
な
反
映
と
い
う
三
島
の
要
請
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

化
に

お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
。
初
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
な
っ
た
一
九
五

九
年
の
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
制
作
で
は
、
演
出
の
松
浦
竹
夫
か
ら
、
主
演
の

杉
村
春
子
、
中
村
伸
郎
、
北
村
和
夫
と
い
っ
た
俳
優
陣
ま
で
、
文
学
座

の

舞
台
そ
の
ま
ま
の
座
組
と
な
っ
た
。
一
九
六
一
年
、
今
度
は
T
B
S

で
テ

レ

ビ

ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
が
、
影
山
伯
爵
役
が
佐
分
利
信
に
変
更
さ

れ

た
ほ
か
は
、
演
出
も
主
演
俳
優
も
ほ
ぼ
同
じ
だ
っ
た
。
後
年
、
三
島

が
自
決
す
る
半
年
前
に
放
映
さ
れ
た
N
H
K
制
作
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
は
、

同
局
の
和
田
勉
が
演
出
し
、
主
演
女
優
は
岩
下
志
麻
、
俳
優
陣
も
一
新

さ
れ
た
が
、
三
島
同
様
「
ノ
ー
・
カ
ッ
ト
上
演
」
の
主
張
者
で
あ
っ
た

松
浦
竹
夫
が
脚
色
（
セ
リ
フ
に
は
手
を
付
け
ず
、
行
数
を
削
る
）
を
担

当
す
る
こ
と
で
、
セ
リ
フ
の
改
変
が
阻
止
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
は
、
三
島
の
死
後
も
1
0
年
ほ
ど
、
ま
っ
た
く
変
わ

ら
な
か
っ
た
。
こ
の
間
の
「
鹿
鳴
館
」
の
上
演
は
計
六
公
演
確
認
で
き

る
が
、
演
出
は
三
島
の
原
作
戯
曲
に
忠
実
だ
っ
た
松
浦
、
戌
井
の
二
者

の

み
、
主
演
女
優
も
三
島
か
ら
直
接
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
新
派
の
水
谷

八
重
子
と
、
そ
の
娘
・
水
谷
良
重
（
の
ち
に
二
代
目
・
水
谷
八
重
子
）

に
限
ら
れ
た
。

　
ち
な
み
に
、
初
代
・
水
谷
八
重
子
（
初
演
時
、
五
七
歳
）
は
、
杉
村

春
子
の
八
年
後
に
日
本
芸
術
院
賞
を
受
賞
し
た
名
優
だ
が
、
新
派
に
よ

る
「
鹿
鳴
館
」
の
上
演
は
、
そ
の
水
谷
が
本
作
の
朝
子
役
を
強
く
希
望

し
た
こ
と
に
よ
り
実
現
し
た
。
二
〇
一
八
年
五
月
、
筆
者
が
娘
の
水
谷

良
重
氏
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
八
重
子
も
良
重
も
、
作
者
へ
の
敬
意
を

こ
め
て
、
一
貫
し
て
三
島
生
前
時
の
演
出
と
「
ノ
ー
’
カ
ッ
ト
上
演
」

　
　
　
　
　
　
　
さ
　

を
通
し
た
と
い
う
。

（
2
）
「
ノ
ー
・
カ
ッ
ト
上
演
」
の
難
し
さ

　
大
衆
的
な
人
気
を
博
し
た
「
鹿
鳴
館
」
は
、
作
者
が
「
筋
立
て
は
全

く
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
」
と
評
し
た
よ
う
に
、
観
る
側
に
と
っ
て
、
あ
る
意

味
、
娯
楽
的
で
わ
か
り
や
す
い
作
品
だ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
文
学
座

の

初
演
舞
台
を
観
た
川
口
松
太
郎
と
水
谷
八
重
子
は
「
う
ち
で
も
や
れ
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ハ
　
　

る
ね
」
と
言
い
合
っ
た
と
い
う
し
、
そ
の
水
谷
の
舞
台
を
観
た
佐
久
間

良
子

は
、
華
麗
な
朝
子
役
に
い
つ
か
挑
戦
し
て
み
た
い
と
憧
れ
た
と
い

う
。　

し
か
し
、
F
鹿
鳴
館
」
の
台
本
は
舞
台
か
ら
受
け
取
ら
れ
る
印
象
よ

り
も
、
実
際
に
は
は
る
か
に
難
解
で
あ
る
ら
し
い
o
東
宝
か
ら
の
オ
フ
ァ
ー

を

受

け
た
佐
久
間
良
子
は
、
「
改
め
て
ご
本
を
手
に
し
て
、
あ
の
美
辞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

麗
句
の
並
ん
だ
舞
台
の
重
さ
を
し
み
じ
み
と
感
じ
た
」
と
い
う
。
作
者

を
し
て
r
セ
リ
フ
は
全
く
の
知
的
な
様
式
化
」
と
言
わ
し
め
た
よ
う
に
、

F絢
燗
な
る
科
白
、
息
の
長
い
緊
縛
し
た
科
白
、
美
し
い
リ
ズ
ム
を
も
っ

た
科
白
」
（
杉
村
）
が
彩
な
す
「
鹿
鳴
館
」
は
、
初
演
以
来
、
制
作
サ

イ
ド
か
ら
〈
最
高
難
易
度
の
台
本
〉
と
畏
れ
ら
れ
て
き
た
作
品
で
も
あ
っ

た
。　

た

と
え
ば
、
大
徳
寺
侯
爵
夫
人
季
子
役
を
演
じ
た
長
岡
輝
子
（
文
学

座
）
は
、
「
写
実
的
な
せ
り
ふ
が
全
く
な
い
こ
の
作
品
は
、
当
然
演
技

に

も
写
実
的
な
も
の
を
求
め
て
い
な
い
だ
け
に
、
内
面
的
な
掘
り
下
げ

は
そ
れ
を
お
ぎ
な
う
だ
け
深
く
突
込
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

を

し
な
い
と
表
面
的
な
う
す
っ
ぺ
ら
な
メ
ロ
ド
ラ
マ
に
な
る
危
険
を
含

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

ん

で
い

る
意
地
の
悪
い
作
品
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
写
実
的
な
せ

り
ふ
」
が
r
な
い
」
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
シ
ー
ン
だ

ろ
う
か
。
第
一
幕
、
朝
子
の
親
友
で
あ
る
季
子
が
、
苦
し
い
恋
に
悩
む

娘
の
顕
子
を
伴
い
朝
子
に
相
談
を
持
ち
か
け
る
場
面
で
あ
る
。

季
子
　
あ
な
た
が
あ
の
方
た
ち
お
二
人
を
捌
い
た
捌
き
方
は
お
見
事
よ
。

　
　
偽
善
も
あ
な
た
の
お
手
に
か
か
る
と
、
匂
ひ
の
い
い
花
束
の
や
う

　
　
に

な
つ
て
し
ま
ふ
の
ね
。

朝
子
　
ま
あ
ひ
ど
い
仰
言
り
や
う
。
私
は
た
だ
向
き
向
き
の
花
束
を
さ

　
　

し
あ
げ
る
だ
け
で
す
わ
。

季
子
　
痛
烈
な
あ
な
た
！
　
今
日
こ
の
娘
の
こ
と
で
御
相
談
に
上
つ
た

　
　
の

も
、
さ
う
い
ふ
あ
な
た
を
た
よ
り
に
し
て
伺
つ
た
わ
け
で
す
わ
。

　
　
（
中
略
）
こ
の
子
の
両
親
と
も
公
家
の
出
で
す
け
れ
ど
、
長
い
袖

　
　
を

も
て
あ
ま
し
て
ゐ
た
先
祖
の
や
う
に
、
こ
の
子
も
過
激
な
こ
と

　
　
が
好
き
な
ん
で
す
。
本
当
の
公
家
の
血
は
過
激
派
の
血
な
ん
で
す
。

　
　
お

金
持
だ

け
が
お
金
を
軽
蔑
で
き
る
や
う
に
、
私
共
は
因
襲
の
お

　
　
庫
を
持
つ
て
ゐ
ま
す
か
ら
、
因
襲
を
軽
蔑
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
奥
野
健
男
の
表
現
を
借
り
れ
ば
「
日
常
語
か
ら
は
遠
い
、
程
よ
く
古

　
　
　
　
ロ
　

び
た
雅
語
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
三
島
が
本
作
で
生
み
出
し
た
リ

ア

リ
ズ
ム
演
劇
と
も
古
典
劇
と
も
異
な
る
独
特
の
セ
リ
フ
は
、
「
卒
塔

婆
小
町
」
で
小
町
役
を
務
あ
た
長
岡
に
と
っ
て
も
、
難
解
な
も
の
と
受

け
止
め
ら
れ
た
よ
う
だ
。
三
島
の
新
作
台
本
に
役
者
た
ち
が
手
こ
ず
っ

て
い

る
と
い
う
噂
を
耳
に
し
た
岩
田
豊
雄
は
、
稽
古
中
の
松
浦
竹
夫
に

次
の
よ
う
な
助
言
を
送
っ
て
い
る
。

　
『
鹿
鳴
館
』
は
十
九
世
紀
的
浪
漫
劇
の
手
法
を
現
代
的
に
取
り
上

げ

て
い

る
。
諸
君
に
と
っ
て
、
こ
の
方
法
は
最
初
の
も
の
だ
。
ま
ず

勇
気
を
出
し
て
、
ほ
ん
と
は
い
い
気
に
な
ら
ず
に
、
い
い
気
に
な
っ
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た

よ
う
な
顔
つ
き
で
こ
の
芝
居
を
や
り
給
え
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

ら
最
大
の
失
敗
だ
よ
。
覚
悟
々
々
。

し
か
し
や
り
す
ぎ
た

え

ば
、
文
学
座
の
初
演
舞
台
を
観
劇
し
た
諏
訪
正
は
、

印
象
を
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。

r鹿
鳴
館
」
の

　
岩
田

の

評

を
、
松
浦
を
介
し
て
知
っ
た
三
島
は
、
逆
に
、
杉
村
春
子

に

「
う
ん
と
威
張
っ
て
、
自
分
ほ
ど
エ
ラ
イ
も
の
は
な
い
と
い
う
気
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
で
や
っ
て
下
さ
い
」
と
、
他
の
俳
優
に
も
「
ハ
デ
さ
を
ね
ら
え
」
と

激
励
し
た
。
後
年
、
杉
村
は
コ
ニ
島
さ
ん
の
言
葉
に
、
私
は
朝
子
を
演

じ
る
糸
口
を
つ
か
む
こ
と
が
出
来
」
た
と
し
、
次
の
よ
う
に
振
り
返
っ

て
い
る
。

　
第
一
生
命
ホ
ー
ル
の
初
日
は
、
も
う
夢
中
で
し
た
。
「
杉
村
さ
ん
、

自
分
が
こ
う
や
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
を
演
じ
き
っ
た
の
だ
か
ら
、

君
の

芝
居

を
新
派
だ
と
だ
れ
も
批
判
し
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
」
。
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

島
さ
ん
の
声
が
ま
だ
耳
に
残
っ
て
い
る
ほ
ど
う
れ
し
い
言
葉
で
し
た
。

　
r
鹿
鳴
館
」
で
の
成
功
に
よ
っ
て
、
杉
村
春
子
は
ス
ラ
ン
プ
を
脱
し

た
。
が
、
松
浦
竹
夫
は
、
舞
台
の
出
来
に
納
得
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ

の

理
由
に
つ
い
て
松
浦
は
、
「
私
の
力
の
若
さ
に
も
よ
る
」
が
、
同
時

に
、
「
『
な
い
も
の
は
な
い
』
『
持
っ
て
い
な
い
も
の
は
出
な
い
』
と
い

う
こ
と
だ
。
大
変
非
情
な
云
い
方
だ
が
、
自
己
批
判
も
含
め
て
云
え
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

こ
の
こ
と
ほ
ど
俳
優
に
対
し
て
感
ず
る
こ
と
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

松
浦
の
総
括
は
、
自
身
の
演
出
も
含
め
て
の
敗
北
宣
言
の
よ
う
に
も
受

け
取
れ
る
が
、
で
は
、
彼
ら
は
い
っ
た
い
何
に
敗
北
し
た
の
か
o
た
と

　
個
々
の
俳
優
の
演
技
も
、
よ
く
覚
え
て
い
な
い
。
覚
え
て
い
る
の

は
俳
優
が
役
を
演
じ
た
と
い
う
よ
り
、
三
島
の
華
麗
な
せ
り
ふ
が
ロ
ー

ブ
・
デ
コ
ル
テ
や
礼
服
を
着
込
ん
で
、
舞
台
を
闊
歩
し
て
い
る
よ
う

な
不
思
議
な
印
象
で
あ
る
。
（
中
略
）
そ
の
華
や
か
で
人
工
的
な
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

り
ふ
が
立
ち
上
が
り
、
舞
台
で
カ
ド
リ
ー
ユ
を
踊
っ
て
い
る
！
。

　
つ

ま
り
、
名
優
た
ち
の
演
技
を
か
す
ま
せ
る
ほ
ど
の
、
圧
倒
的
な
存

在
感

を
「
鹿
鳴
館
」
の
「
せ
り
ふ
」
が
持
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
セ

リ
フ
で
の
苦
労
と
い
う
点
で
は
、
新
派
の
演
出
に
抜
擢
さ
れ
た
戌

井
市
郎
は
、
あ
る
意
味
、
松
浦
以
上
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
戌
井
に
よ
れ
ば
、

F
日
常
的
な
会
話
に
馴
ら
さ
れ
て
き
た
新
派
俳
優
は
こ
の
セ
リ
フ
に
き

つ
い

抵
抗
を
お
ぼ
え
」
、
コ
　
惑
う
ば
か
り
だ
っ
た
」
と
い
う
。
新
劇
よ

り
も
短
い
稽
古
で
本
番
に
臨
む
新
派
で
は
、
役
者
が
覚
え
や
す
い
よ
う

に

セ

リ
フ
を
直
す
こ
と
も
よ
く
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
三
島
は
新
派
に

上
演

を
承
諾
す
る
と
き
、
「
強
硬
に
ノ
ー
・
カ
ッ
ト
上
演
を
主
張
」
し

た
。
結
果
、
「
鹿
鳴
館
」
は
「
新
派
の
俳
優
達
に
と
っ
て
は
前
代
未
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

の
体
験
」
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
特
に
苦
労
し
た
の
は
、
水
谷
八
重
子
だ
っ
た
。
も
と
も
と
水
谷
の
セ

リ
フ
の
覚
え
方
は
、
新
劇
の
「
，
気
持
ち
を
込
め
る
芝
居
」
と
は
対
照
的

な
「
字
で
お
ぼ
え
て
、
教
わ
っ
た
抑
揚
を
つ
け
て
言
う
」
と
い
う
「
口
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む
　

移
し
」
の
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
。
「
鹿
鳴
館
」
で
は
、
三
島
が
本
読

み

し
た
録
音
テ
ー
プ
を
繰
り
返
し
聞
い
た
と
い
う
が
、
「
人
工
的
な
せ

り
ふ
」
は
な
か
な
か
定
着
し
に
く
か
っ
た
ら
し
く
、
初
演
時
の
水
谷
の

演
技

を
今
井
欣
三
郎
は
「
カ
ゲ
で
セ
リ
フ
を
つ
け
る
プ
ロ
ン
プ
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

声
が

耳
に
小
う
る
さ
く
、
そ
の
た
め
劇
の
流
動
感
を
失
し
た
」
と
評
し

て
い
る
。

　
そ

れ

で
も
観
客
は
水
谷
の
芸
に
酔
い
し
れ
た
。
「
『
そ
こ
ら
の
貴
婦
人

よ
り
私
の
ほ
う
が
、
ず
つ
と
年
功
を
積
ん
で
お
り
ま
す
も
の
ね
』
と
衿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

を
返
し
て
ち
ょ
っ
と
ポ
ー
ズ
を
と
る
と
、
見
物
は
手
を
叩
い
て
喜
」
ん

だ

と
い
う
。
水
谷
も
朝
子
役
を
愛
し
、
生
涯
に
計
二
三
〇
回
余
、
演
じ

て
い

る
。
一
〇
年
後
、
ふ
た
た
び
水
谷
の
「
鹿
鳴
館
」
を
観
劇
し
た
今

井

は
、
「
こ
ん
ど
は
そ
う
し
た
憂
い
は
ツ
ユ
ほ
ど
も
な
い
」
、
F
八
重
子
、

　
　
　
　
お
　

一
代
の
芸
」
と
な
っ
た
と
喝
采
を
送
っ
て
い
る
。

　
名
優
た
ち
の
競
演
と
興
行
的
成
功
。
そ
れ
に
よ
っ
て
「
鹿
鳴
館
」
は

戯
曲
と
し
て
の
名
声
を
高
め
た
が
、
そ
の
↓
方
で
、
名
優
に
と
っ
て
さ

え

役
を
も
の
に
す
る
こ
と
が
困
難
な
〈
最
高
難
易
度
の
台
本
〉
と
し
て
、

以
後
、
語
り
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

（
3
）
結
末
部
の
多
義
性

　
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
原
作
戯
曲
に
「
自
殺
」
と
い
う
言
葉
が

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
幕
切
れ
の
〈
銃
声
〉
を
清
原
の
ピ
ス
ト
ル
自

殺

と
み
る
解
釈
が
、
今
日
、
比
較
的
広
く
流
通
し
て
い
る
。
こ
こ
で
原

作
戯
曲
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
を
確
認
し
て
お
く
。

影
山
　
（
前
略
）
鹿
鳴
館
。
か
う
い
ふ
欺
購
が
日
本
人
を
だ
ん
だ
ん
賢

　
　
く
し
て
行
く
ん
だ
か
ら
な
。

朝
子
　
一
寸
の
我
慢
で
ご
ざ
い
ま
す
ね
。
い
つ
は
り
の
微
笑
も
、
い
つ

　
　
は

り
の
夜
会
も
、
そ
ん
な
に
永
つ
づ
き
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

影
山
　
隠
す
の
だ
。
た
ぶ
ら
か
す
の
だ
o
外
国
人
た
ち
を
、
世
界
中
を
。

朝
子
　
世
界
に
も
こ
ん
な
い
つ
は
り
の
、
恥
知
ら
ず
の
ワ
ル
ツ
は
あ
り

　
　
ま
す
ま
い
。

影
山
　
だ
が
私
は
一
生
こ
い
つ
を
踊
り
つ
づ
け
る
つ
も
り
だ
よ
。

朝
子
　
そ
れ
で
こ
そ
殿
様
で
す
わ
。
そ
れ
で
こ
そ
あ
な
た
で
す
わ
。

　
　

（踊
り
の
群
は
上
手
よ
り
出
て
、
舞
台
一
杯
に
ひ
ろ
が
る
。
影
山

　
　

と
朝
子
は
礼
を
し
合
ひ
、
手
を
と
り
、
踊
り
に
加
は
る
。
し
ば
ら

　
　
く
ダ
ン
ス
が
つ
づ
き
、
曲
の
b
p
ρ
ω
①
が
あ
る
。
こ
の
時
、
影
山

　
　
夫
妻

は
舞
台
中
央
に
ゐ
る
。
突
然
遠
く
か
す
か
に
銃
声
が
鳴
り
わ

　
　
た
る
）

朝
子
　
お
や
、
ピ
ス
ト
ル
の
音
が
。

影
山
　
耳
の
せ
ゐ
だ
よ
。
そ
れ
と
も
花
火
だ
。
さ
う
だ
。
打
ち
上
げ
そ

　
　

こ
ね
た
お
祝
い
の
花
火
だ
。

　
　

（Fお
や
、
ピ
ス
ト
ル
の
音
が
」
か
ら
「
そ
れ
と
も
花
火
さ
」
ま

　
　
で
曲
の
　
p
a
u
s
e
が
あ
り
、
そ
の
間
、
　
一
同
は
静
止
し
て
ゐ
る
。

　
　
次
い
で
再
び
ワ
ル
ツ
が
は
じ
ま
り
、
一
同
踊
り
狂
ふ
う
ち
に
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幕

－

　
本
作
は
結
末
部
の
解
釈
が
い
く
通
り
に
も
可
能
に
な
る
よ
う
に
条
件

づ

け
ら
れ
た
オ
ー
プ
ン
エ
ン
ド
の
芝
居
で
あ
り
、
〈
銃
声
〉
が
舞
台
を
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切
り
裂
き
、
誰
が
誰
を
撃
っ
た
の
か
、
死
者
の
有
無
な
ど
が
明
か
さ
れ

な
い
ま
ま
幕
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
清
原
が
影
山
配
下
の
者
に
よ
っ
て

暗
殺

さ
れ
た
と
も
解
せ
る
。
戯
曲
に
は
、
清
原
が
「
下
手
階
段
を
下
り

て
退
場
」
す
る
場
面
の
ト
書
き
に
「
同
時
に
飛
田
、
由
あ
り
げ
に
上
手

裏
階
段

よ
り
退
場
」
と
あ
る
の
が
、
伏
線
だ
っ
た
と
解
せ
る
か
ら
だ
。

ま
た
、
こ
の
シ
ー
ン
の
直
前
、
「
今
日
限
り
お
い
と
ま
を
い
た
だ
き
ま

す
」
、
F
清
原
さ
ん
に
つ
い
て
ま
ゐ
り
ま
す
」
と
言
い
放
つ
朝
子
に
、
影

山
が
「
死
人
と
の
結
婚
は
愉
快
だ
ら
う
ね
」
と
切
り
返
し
て
い
る
こ
と

は
、
自
身
の
手
配
に
よ
る
暗
殺
を
示
唆
し
て
い
た
と
も
解
せ
る
だ
ろ
う
。

　
一
方
、
朝
子
と
の
間
に
生
ま
れ
た
最
愛
の
息
子
を
誤
射
し
て
し
ま
っ

た
罪
の
意
識
か
ら
、
清
原
が
ピ
ス
ト
ル
自
殺
し
た
と
も
解
せ
る
。

清
原
　
影
山
君
、
君
は
政
敵
を
見
事
に
殺
し
た
。
想
像
以
上
に
見
事
に

　
　
殺

し
た
ね
。
も
う
私
は
お
し
ま
ひ
だ
。
私
の
理
想
も
、
私
の
夢
み

　
　
て
ゐ

た

政
治
も
お
し
ま
ひ
だ
よ
。
誰
か
親
切
な
人
が
ゐ
て
、
私
を

　
　
殺
し
て
く
れ
な
い
限
り
、
私
は
べ
ん
べ
ん
と
生
き
る
だ
ら
う
が
、

　
　
事
実

は
生
き
て
ゐ
る
と
は
云
へ
な
い
だ
ら
う
。
私
は
も
う
ピ
ス
ト

　
　
ル
の

弾
丸
以
上
の
も
の
で
殺
さ
れ
た
人
間
だ
か
ら
ね
。

　
右
の
清
原
の
セ
リ
フ
を
、
彼
が
自
死
を
選
択
す
る
伏
線
で
あ
っ
た
と

も
解
釈
で
き
る
。

　

あ
る
い
は
、
ラ
ス
ト
の
〈
銃
声
〉
に
は
、
清
原
の
肉
体
の
生
死
を
超

え
た
、
も
っ
と
象
徴
的
な
意
味
が
あ
っ
た
と
も
読
め
る
か
も
し
れ
な
い
。

第
四

幕
の
〈
銃
声
〉
（
あ
る
い
は
「
打
ち
上
げ
そ
こ
ね
た
お
祝
い
の
花

火
」
）
と
一
対
を
な
す
の
が
、
第
一
幕
の
〈
号
砲
〉
で
あ
る
。

久
雄
　
…
…
あ
な
た
は
そ
れ
で
僕
の
父
を
愛
し
て
い
ら
し
た
ん
で
す
か
？

朝
子
　
え
s
、
心
か
ら
お
慕
ひ
し
て
を
り
ま
し
た
。

　
　

（沈
黙
。
－
突
然
、
上
手
よ
り
号
砲
股
々
と
轟
く
）

朝
子
　
何
で
せ
う
。

久
雄
　
天
長
節
の
祝
砲
で
す
よ
。
近
衛
砲
兵
隊
が
百
一
発
の
祝
砲
を
撃

　
　

ち
出
し
た
ん
で
す
。
…
…
さ
う
し
て
今
も
で
す
か
？

朝
子
　
え
？

久
雄
　
今
も
父
を
愛
し
て
ゐ
る
ん
で
す
か
？

朝
子
　
母
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
た
こ
ろ
か
ら
、
私
は
も
う
一
度
女
に
な

　
　

り
ま
し
た
。
浅
間
し
い
と
お
思
ひ
で
せ
う
ね
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
日

　
　
毎
に
月
毎
に
…
…

　
　

（再
び

号
砲
と
ど
ろ
く
）

久
雄
　
え
？

朝
子
　
月
毎
に
年
毎
に
、
だ
ん
だ
ん
深
く
お
父
様
を
お
慕
ひ
し
て
、
忘

　
　
れ

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
の
。
影
山
の
家
へ
来
て
か
ら

　
　
も
、
こ
の
気
持
ち
ば
か
り
は
変
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
良
人
に
は
済

　
　
ま
な
い
こ
と
で
す
け
れ
ど
、
私
は
お
父
様
の
ほ
か
の
方
を
お
慕
ひ

　
　

し
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
お
目
に
か
か
ら
な
く
な
つ

　
　
て

か

ら
層
一
層
…
…

　
　

（
再
び
号
砲
と
ど
ろ
く
。
1
沈
黙
）
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こ
れ
は
、
「
向
き
向
き
の
花
束
を
さ
し
あ
げ
る
」
だ
け
だ
と
豪
語
す

る
、
今
は
余
生
の
よ
う
な
安
穏
な
生
活
を
送
る
元
名
妓
が
、
生
き
別
れ

た

息
子

と
再
会
し
、
父
へ
の
変
わ
ら
ぬ
愛
を
問
わ
れ
て
、
狼
狽
し
、
年

来
の
仮
面
が
崩
れ
、
人
間
ら
し
い
F
心
が
喋
」
り
は
じ
め
る
、
そ
の
象

徴

と
し
て
の
〈
号
砲
〉
と
解
せ
る
場
面
で
あ
る
。
こ
の
〈
号
砲
〉
に
よ

り
、
以
後
、
舞
台
は
急
展
開
し
は
じ
め
る
。
と
す
れ
ば
、
ラ
ス
ト
の

〈
銃
声
〉
は
、
全
く
別
の
解
釈
と
し
て
、
朝
子
の
愛
、
清
原
の
愛
、
そ

し
て
影
山
の
愛
（
あ
る
い
は
久
雄
の
、
顕
子
の
愛
）
が
、
爆
音
を
轟
か

せ

な
が
ら
も
、
火
花
を
き
ら
め
か
せ
る
こ
と
な
く
＜
不
発
〉
に
終
わ
っ

た
、
そ
の
象
徴
と
し
て
の
「
花
火
だ
」
と
い
う
解
も
成
立
し
う
る
の
で

あ
る
。

　
残
念

な
が
ら
、
文
学
座
、
新
派
と
も
に
、
三
島
生
前
の
演
出
に
よ
る

舞

台
の
映
像
を
確
認
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
、
当
時
の
劇
評
で
く
銃

声
V
の
意
味
に
言
及
し
て
い
る
も
の
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
付
三
口
し

て
お

き
た
い
の
は
、
水
谷
良
重
氏
の
証
言
で
あ
る
。
セ
リ
フ
は
原
作
に

忠
実
で

あ
る
に
せ
よ
、
役
者
は
何
か
し
ら
の
思
い
を
も
っ
て
演
じ
て
い

る
は
ず
で
あ
る
。
良
重
氏
に
松
竹
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
当
該
箇
所
を
読
ん

で

も
ら
い
、
幕
切
れ
の
〈
銃
声
〉
を
清
原
が
ピ
ス
ト
ル
自
殺
を
し
た
音

だ

と
思
っ
て
い
た
か
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
良
重
氏
は
「
そ
ん
な
こ
と

を

考
え
て
も
お
り
ま
せ
ん
」
と
否
定
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
母
の
追
善
で
私
が
い
た
し
ま
し
た
時
に
は
、
戌
井
先
生
演
出
で
し

た

が
、
影
山
に
腕
を
取
ら
れ
た
状
態
で
聞
い
た
ピ
ス
ト
ル
の
音
は
、

朝
子
の
全
て
の
も
の
を
消
し
去
っ
た
、
朝
子
の
生
き
る
命
を
も
影
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

が
手
に

入
れ

て

し
ま
っ
た
…
と
、
私
は
感
じ
ま
し
た
。

　
良
重
氏
に

よ
れ
ば
、
松
浦
・
戌
井
ど
ち
ら
の
演
技
指
導
で
も
、
影
山

配
下
の
者
に
よ
る
暗
殺
の
〈
銃
声
〉
と
捉
え
る
向
き
が
強
か
っ
た
と
い

う
。　

以
上
の

こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
「
ノ
－
・
カ
ッ
ト
上
演
」
で
は
、
あ

え

て
解
を
ひ
と
つ
に
絞
ら
ず
、
朝
子
の
胸
に
よ
ぎ
っ
た
絶
望
の
予
感
は
、

鹿
鳴
館
と
最
後
ま
で
運
命
を
共
に
し
「
踊
り
つ
づ
け
」
よ
う
と
す
る
、

影
山
の
強
引
な
腕
と
意
志
、
そ
し
て
大
音
量
の
ワ
ル
ツ
に
飲
み
込
ま
れ
、

二

同
踊
り
狂
ふ
う
ち
に
」
幕
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　
変
容

F鹿
鳴
館
」

自
由
な
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
時
代
の

（
1
）
石
井
ふ
く
子
演
出
の
帝
劇
公
演

　

と
こ
ろ
が
、
一
九
八
二
年
、
転
機
が
訪
れ
る
。
映
画
女
優
と
し
て
人

気

を
博
し
て
い
た
佐
久
間
良
子
の
主
演
に
よ
る
、
大
劇
場
・
帝
劇
で
の

r鹿
鳴
館
」
公
演
を
、
東
宝
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
演
出
は
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
で
手
腕
を
発
揮
し
、
帝
劇
や
東
京
宝
塚
劇
場
で
の
舞
台
演
出
も

成
功

さ
せ
て
い
た
石
井
ふ
く
子
が
抜
擢
さ
れ
た
。
し
か
も
驚
く
こ
と
に
、

オ
フ
ァ
ー
の
時
点
で
東
宝
が
、
「
石
井
さ
ん
に
や
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

女
性
が
初
め
て
演
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
女
性
の
感
性
や
視
点
か

ら
解
釈
し
た
『
鹿
鳴
館
』
を
観
て
み
た
い
と
い
う
方
も
、
た
く
さ
ん
い
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ハ
め
　

ら
っ
し
ゃ
る
は
ず
で
す
」
と
、
従
来
の
演
出
か
ら
の
逸
脱
を
、
石
井
に

積
極
的
に
求
め
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
石
井
が
演
出
家
と
し
て
抜
擢
さ
れ
た
の
に
は
事
情
が
あ
っ
た
。
佐
久

間
の
「
鹿
鳴
館
」
へ
の
憧
れ
を
知
っ
た
東
宝
は
、
先
走
っ
て
、
著
作
権

者
で

あ
る
平
岡
珪
子
氏
の
許
諾
を
得
て
し
ま
っ
た
。
佐
久
間
は
、
三
島

の
死
の
前
年
、
＋
云
術
座
の
舞
台
「
春
の
雪
」
（
一
九
六
九
年
九
月
初
演
、

菊
田
一
夫
演
出
）
で
伯
爵
令
嬢
・
聡
子
を
演
じ
て
い
た
。
佐
久
間
に
と
っ

て

は
初
舞
台
で
あ
っ
た
が
、
好
評
の
た
め
四
か
月
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
と
な
っ

た
。
観
劇
し
た
三
島
も
、
「
佐
久
間
さ
ん
は
、
こ
う
い
う
爵
位
の
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

女
性
や

華
麗

な
伯
爵
夫
人
の
役
も
、
と
て
も
い
い
で
す
ね
」
と
褒
め
た

と
い
う
。
こ
う
し
た
経
緯
も
あ
り
、
佐
久
間
主
演
の
「
鹿
鳴
館
」
の
企

画
は

と
ん
と
ん
拍
子
に
進
む
か
に
見
え
た
。

　
が
、
肝
心
の
佐
久
間
が
、
台
本
に
目
を
通
し
て
怖
気
づ
い
て
し
ま
っ

k
J
o
　
r
テ
ニ
ヲ
ハ
の
ひ
と
つ
で
も
間
違
え
ば
、
後
の
台
詞
が
続
か
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
わ
ず
か
に
突
っ
か
か
っ
て
も
、
や
は
り
続
か
な
く
な
っ

て

し
ま
う
。
か
と
い
っ
て
、
流
麗
華
麗
な
台
詞
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
て
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

ま
う
と
、
感
情
の
動
き
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
」
。
佐
久
間
は
本
作
の
セ

リ
フ
の
難
し
さ
を
そ
の
よ
う
に
理
解
し
た
。
結
局
、
佐
久
間
は
「
細
か

く
演
出
し
て
下
さ
る
方
、
揺
れ
動
く
女
心
の
空
間
を
埋
め
て
い
た
だ
け

る
方
は
石
井
先
生
し
か
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
と
。
そ
れ
を
唯
一
の
条
件

　ガ
　に

」
朝
子
役
を
引
き
受
け
た
と
い
う
。

　
し
か
し
、
石
井
の
「
演
出
」
は
、
佐
久
間
の
「
台
詞
」
以
上
に
困
難

を
極
め
た
。
自
身
に
期
待
さ
れ
た
、
「
女
性
の
感
性
や
視
点
か
ら
解
釈

し
た
『
鹿
鳴
館
』
」
の
演
出
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
し
か
も

文
学
座
や
新
派
の
過
去
の
上
演
は
収
容
人
員
六
〇
〇
人
程
度
の
ホ
ー
ル

で
行
わ

れ

て
い

た

が
、
こ
れ
を
収
容
人
員
が
三
倍
以
上
の
一
八
o
o
人

を

超
す
帝
劇
に
移
す
に
は
、
演
出
方
法
も
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

悩
ん

だ

石
井
は
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
く
る
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
で
、
象
の

皮
膚
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
が
、
結
果
的
に
石
井
は
、
テ

レ

ビ
の
世
界
で
身
に
つ
け
た
感
覚
を
フ
ル
に
活
用
し
、
視
覚
的
で
華
麗
、

し
か
も
大
衆
の
感
情
に
訴
え
る
舞
台
を
作
る
こ
と
に
決
め
た
。
『
朝
日

fi

聞
』
　
（
1
九
八
1
　
I
年
四
月
　
1
四
日
）
は
、
舞
台
を
次
の
よ
う
に
伝
え

て
い
る
。

　
石
井
ふ
く
子
演
出
は
後
半
回
り
舞
台
を
多
用
し
、
戯
曲
で
は
台
詞

の

上
に

と
ど
ま
る
壮
士
の
乱
入
を
舞
台
に
出
す
な
ど
視
覚
化
の
重
視

に

ひ

と
つ
の
ね
ら
い
を
つ
け
た
。
こ
れ
は
舞
台
に
変
化
を
も
た
ら
す

が
、
そ
の
分
観
客
の
関
心
が
言
葉
か
ら
そ
ら
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
、

賛
否
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
舞
踏
会
の
場
面
は
外
国
人
の
起
用
、

生

オ
ケ
の
使
用
で
こ
れ
ま
で
に
な
い
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
生
ん
だ
。

　
最
大

限
の
視
覚
的
効
果
を
ね
ら
っ
た
石
井
の
演
出
を
、
同
新
聞
は

「
目
に
楽
し
い
普
及
版
」
と
銘
打
っ
た
が
、
し
か
し
石
井
演
出
の
独
自

性
が
最
も
発
揮
さ
れ
た
の
は
、
ラ
ス
ト
の
〈
銃
声
〉
の
場
面
だ
っ
た
だ

ろ
う
。
本
公
演
の
劇
評
で
、
初
め
て
「
清
原
の
自
殺
」
と
い
う
言
葉
が

登
場
す
る
。
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・

ス

タ
ー
性
の
先
行
し
た
面
も
あ
り
、
清
原
の
自
殺
を
暗
示
す
る
最

終
場
面
な
ど
、
一
瞬
の
戦
懐
を
期
待
で
き
る
い
く
つ
か
の
ヤ
マ
場

で
の

盛
り
上
が
り
が
い
ま
ひ
と
ろ
で
あ
っ
た
。
（
『
朝
日
新
聞
』
一

九
八
二
年
四
月
一
四
日
記
事
）

・

終
幕
の
清
原
の
自
殺
を
暗
示
さ
せ
る
場
面
の
処
理
も
、
今
ひ
と
つ

だ

っ

た
。
（
『
読
売
新
聞
』
一
九
八
二
年
四
月
二
七
日
記
事
）

　
筆
者

は
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
石
井
ふ
く
子
演
出

F鹿
鳴
館
」
の
台
本
を
確
認
し
た
が
、
内
容
は
三
島
の
原
作
戯
曲
そ
の

ま
ま
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
石
井
は
セ
リ
フ
に
は
手
を
つ
け
ず
、
動
き
に

よ
っ
て
「
清
原
の
自
殺
」
の
場
面
を
創
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
期
せ
ず

し
て
両
紙
が
「
暗
示
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
、
そ
の
効
果
も
「
い
ま
ひ

と
つ
」
だ
っ
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
よ
う
に
、
「
清
原
の
自
殺
」
の
演

出
は
そ
れ
ほ
ど
鮮
明
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
う

し
た
原
作
戯
曲
へ
の
踏
み
込
ん
だ
演
出
は
、
石
井
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と

し
て
の
野
心
と
い
う
よ
り
は
、
数
千
人
単
位
の
大
劇
場
で
、
よ
り
幅
広

い

観
客
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
〈
一
つ
の
解
〉
と
い
う
「
わ
か
り

や

す

さ
」
が
必
要
と
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
と
い
う
の
も
、
石
井
の
育
て
の
父
で
あ
る
伊
志
井
寛
は
新
派
の
花
形

役
者
で
、
過
去
の
新
派
の
「
鹿
鳴
館
」
で
清
原
役
を
演
じ
て
い
た
。
そ

れ

も
あ
っ
て
「
鹿
鳴
館
」
の
制
作
過
程
を
熟
知
し
て
い
た
石
井
は
、

F
ノ
－
’
カ
ッ
ト
上
演
」
に
こ
だ
わ
っ
た
原
作
者
の
意
図
を
十
分
に
理

解

し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
仮
に
「
清
原
の
自
殺
」
の
場
面
の
石
井
演

出
の
切
れ
味
が
振
る
わ
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
原
作
を
侵
す

こ
と
へ
の
躊
躇
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
い

ず
れ
に

せ

よ
、
幕
切
れ
の
〈
銃
声
〉
を
清
原
の
自
殺
と
み
る
解
釈

の

起
源

は
、
石
井
ふ
く
子
の
演
出
舞
台
に
あ
っ
た
と
断
定
し
て
よ
い
だ

ろ
う
。
長
ら
く
固
守
さ
れ
て
き
た
結
末
部
の
多
義
性
は
、
石
井
に
よ
っ

て
初
め
て
逸
脱
が
試
み
ら
れ
、
以
後
に
続
く
「
鹿
鳴
館
」
の
ア
ダ
プ
テ
ー

シ

ョ
ン
の
礎
が
築
か
れ
た
の
で
あ
る
。

（
2
）
以
後
の
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
　
映
画
、
演
劇
、
テ
レ
ビ
、
オ
ペ
ラ

　
石
井
ふ
く
子
演
出
の
「
鹿
鳴
館
」
を
、
松
浦
竹
夫
は
評
価
し
な
か
っ

た
。
上
演
か
ら
数
か
月
後
に
発
表
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
で
は
、
「
杉
村
さ

ん

と
御
一
緒
に
三
島
さ
ん
の
『
鹿
鳴
館
』
を
や
り
直
し
た
い
」
、
F
昨
今

の
、
恐
ら
く
三
島
さ
ん
が
生
き
て
い
た
ら
激
怒
す
る
で
あ
ろ
う
、
三
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戯
曲
の
滅
茶
苦
茶
な
《
現
代
化
》
な
る
も
の
を
全
面
的
に
否
定
し
た
い
」

と
語
気
を
荒
げ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
一
度
動
き
出
し
た
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機
運
は
、
戯
曲

か

ら
映
画
と
い
う
他
メ
デ
ィ
ア
に
移
し
替
え
ら
え
る
こ
と
で
、
よ
り
一

層
勢
い
づ
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
石
井
演
出
に
よ
る
帝
劇
公
演
か
ら

四
年
後
、
原
作
戯
曲
に
大
幅
な
改
変
が
加
え
ら
れ
た
、
市
川
昆
脚
本
・

監
督
映
画
「
鹿
鳴
館
」
（
一
九
八
六
年
、
制
作
ζ
〉
國
q
O
国
Z
－
田
い
ζ
、

配
給
東
宝
）
が
公
開
さ
れ
た
。
過
去
に
「
金
閣
寺
」
の
映
画
化
　
（
1
九

五
八
年
公
開
「
炎
上
」
）
で
、
小
説
を
見
事
に
脚
本
化
し
た
と
三
島
か

ら
褒
め
ら
れ
た
市
川
は
、
「
鹿
鳴
館
」
に
対
し
て
も
、
「
三
島
さ
ん
の
様
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式
化

さ
れ
た
台
詞
に
な
ん
と
か
挑
戦
し
て
」
、
F
僕
は
僕
な
り
に
、
三
島

さ
ん
と
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
て
、
こ
れ
は
映
像
で
す
か
ら
、
さ
さ
や
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が

ら
僕
の
美
的
感
覚
で
」
「
統
I
し
て
み
よ
う
」
と
欲
し
た
と
い
う
。

　
市
川
脚
本
の
特
徴
は
、
大
き
く
以
下
の
三
点
に
求
め
ら
れ
る
。
第
一

は
、
原
作
戯
曲
で
は
一
日
の
出
来
事
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
の
を
、

111日
g
e
の
話
に
再
構
成
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
改
変
に
よ
っ
て
、
久

雄
と
清
原
の
シ
ー
ン
が
大
幅
に
書
き
足
さ
れ
、
久
雄
の
家
出
の
理
由
が
、

父
へ
の
反
抗
で
は
な
く
、
飛
田
の
邸
に
間
者
と
し
て
潜
入
し
、
父
に
有

益

な
情
報
を
探
る
た
め
だ
っ
た
と
さ
れ
た
。
し
か
し
謀
を
軽
蔑
す
る
理

想
主
義
者
の
父
は
、
久
雄
の
行
為
を
「
小
賢
し
い
」
と
一
蹴
し
た
。
こ

の
シ

ー
ン
に
よ
り
、
命
を
か
け
て
父
に
復
讐
し
よ
う
と
す
る
久
雄
に
感

情
移
入
し
や
す
く
な
り
、
自
死
に
至
る
ほ
ど
の
清
原
の
激
し
い
後
悔
に

も
説
得
力
が
増
し
た
。

　
第
二
の
特
徴
は
、
鹿
鳴
館
の
夜
会
の
最
中
に
、
日
本
政
府
が
送
っ
た

不
平
等
条
約
の
改
正
案
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
か
ら
不
可
の
回
答

が
も
た
ら
さ
れ
る
シ
ー
ン
が
書
き
足
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
鹿
鳴
館
外
交
を
強
行
に
推
し
進
め
、
国
内
政
治
に
も
混
乱
を
も
た

ら
し
た
影
山
の
失
脚
が
確
定
し
、
破
滅
へ
と
至
る
だ
ろ
う
鹿
鳴
館
と
影

山
の
運
命
が
先
鋭
化
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
最
大
の
特
徴
は
、
清
原
が
ピ
ス
ト
ル
自
殺
す
る
シ
ー
ン
を

鮮
明
に
描
き
込
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
以
下
は
、
　
【
シ
ー
ン
9
0
・
9
1
】
の

場
面
で
あ
る
。

朝
子
　
（
前
略
）
…
…
今
日
限
り
お
い
と
ま
を
い
た
だ
き
ま
す
。

影
山
　
ほ
う
、
そ
う
し
て
ど
こ
へ
行
く
の
だ
ね
。

朝
子
　
清
原
さ
ん
に
つ
い
て
ま
い
り
ま
す
。

影
山
　
清
原
に
…
…

　
　
家
々
の
輪
郭
も
さ
だ
か
で
な
い
暗
い
道
。
黒
い
人
影
が
ポ
ツ
ン
と

　
立
っ
て
い
る
。
清
原
の
よ
う
で
あ
る
。
人
影
は
片
手
を
ゆ
っ
く
り
蜂

　
谷
の

あ
た
り
に
当
て
る
。
次
の
瞬
間
、
ダ
ー
ン
と
銃
声
が
こ
だ
ま
す

　

る
。
人
影
は
そ
の
場
に
崩
れ
る
。

　
市
川
脚
本
の
朝
子
の
耳
に
は
、
も
は
や
清
原
の
〈
銃
声
〉
は
届
か
ず
、

油
然

と
起
こ
っ
た
ワ
ル
ツ
の
音
に
か
き
消
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
夜

会

を
最
後
に
、
清
原
を
追
お
う
と
す
る
朝
子
の
悲
劇
と
、
政
治
的
地
位

と
妻
の
両
方
を
失
う
影
山
の
悲
劇
、
三
者
三
様
の
悲
劇
が
観
客
に
は
っ

き
り
と
伝
わ
る
か
た
ち
で
描
か
れ
、
映
画
は
終
わ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

　

こ
の
脚
本
を
珪
子
氏
も
「
非
常
に
気
に
入
っ
」
た
と
市
川
は
言
う
が
、

F通
俗
的
な
メ
ロ
ド
ラ
マ
」
に
堕
す
こ
と
を
恐
れ
た
原
作
者
が
「
ノ
ー
・

カ
ッ
ト
上
演
」
に
よ
っ
て
保
存
し
よ
う
し
た
ラ
ス
ト
の
多
義
性
は
、
数

千
人
単
位
の
大
劇
場
で
の
舞
台
化
、
さ
ら
に
は
数
万
人
を
視
野
に
入
れ

て
全
国
展
開
さ
れ
る
映
画
化
を
経
て
、
1
つ
の
解
、
し
か
も
最
も
「
メ

ロ

ド
ラ
マ
」
的
な
解
へ
と
収
束
し
て
い
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
一
つ

の

作
品
が
異
な
る
表
現
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ

る
場
合
、
個
々
の
メ
デ
ィ
ア
の
技
術
的
に
可
能
な
表
現
の
差
も
当
然
存

在
す
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
各
メ
デ
ィ
ア
の
オ
－
デ
ィ
エ
ン
ス
の
性
格
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の

違
い
が
、
再
帰
的
に
作
品
自
体
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
る
。

r鹿
鳴
館
」
の
演
出
の
変
遷
は
、
そ
れ
を
示
す
格
好
の
事
例
で
あ
っ
た

と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
時
代
は
さ
ら
に
下
り
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
突
入
す
る
。
最
近
年
の

F鹿
鳴
館
」
の
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
特
筆
す
べ
き
は
、
①
浅
利

慶
太
演
出
・
劇
団
四
季
に
よ
る
演
劇
の
上
演
、
②
池
辺
晋
一
郎
作
曲
・

鵜
山
仁
脚
本
の
オ
ペ
ラ
の
上
演
、
そ
し
て
、
③
鎌
田
敏
夫
脚
本
に
よ
る

テ

レ

ビ

ド
ラ
マ
の
放
映
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
①
劇
団
四
季
の
「
鹿
鳴
館
」
（
二
〇
〇
六
年
初
演
）
だ
が
、

東
京
の
自
由
劇
場
で
の
初
演
以
来
、
ス
ト
レ
ー
ト
プ
レ
イ
と
し
て
は
異

例
の
六
ヵ
月
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
を
記
録
し
、
名
古
屋
、
京
都
を
巡
演
し
て
、

再
び
東
京
で
凱
旋
公
演
を
行
っ
た
。
初
年
だ
け
で
も
観
客
は
約
八
万
人
、

上
演
回
数
は
一
六
〇
回
を
超
え
、
時
代
を
超
え
た
「
鹿
鳴
館
」
の
人
気

を
再
認
識
さ
せ
た
。

　
七
五
歳
に
し
て
、
初
め
て
「
鹿
鳴
館
」
（
影
山
伯
爵
役
）
に
挑
ん
だ

日
下
武
史
は
、
「
普
通
の
芝
居
よ
り
何
十
倍
も
労
力
が
か
か
っ
た
。
三

島
さ
ん
は
感
覚
で
言
葉
を
選
ぶ
。
せ
り
ふ
の
中
に
論
理
的
に
必
然
性
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

な

い

言
葉
が
出
て
く
る
の
で
覚
え
に
く
か
っ
た
」
と
苦
労
を
明
か
し
た
。

演
出
の
浅
利
慶
太
も
セ
リ
フ
の
指
導
に
は
苦
労
を
要
し
た
よ
う
で
、
四

季
の
「
憲
法
」
と
も
言
う
べ
き
母
音
法
を
、
本
作
に
限
っ
て
は
封
印
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

た

と
い
う
。
コ
ニ
島
さ
ん
に
み
せ
る
と
い
う
目
的
だ
け
で
や
っ
た
」
と

い

う
浅
利
は
、
言
葉
の
と
お
り
、
作
者
の
意
図
に
忠
実
な
「
鹿
鳴
館
」

の

再
現
を
目
指
し
た
。
俳
優
の
高
齢
も
あ
り
、
舞
踏
会
の
シ
ー
ン
だ
け

は
す
べ
て
シ
ル
エ
ッ
ト
で
映
す
と
い
う
演
出
を
取
っ
た
が
、
そ
れ
以
外

は

ス

タ
ッ
フ
も
、
で
き
る
限
り
三
島
生
前
の
「
鹿
鳴
館
」
を
知
る
者
た

ち
で
固
め
た
と
い
う
。

　
当
然
、
ラ
ス
ト
も
オ
”
プ
ン
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
取
ら
れ
た
が
、
特
筆

す
べ
き
は
、
清
原
が
退
場
す
る
場
面
で
の
飛
田
の
動
き
で
あ
る
。
戯
曲

で
は

ト
書
き
に
「
同
時
に
飛
田
、
由
あ
り
げ
に
上
手
裏
階
段
よ
り
退
場
」

と
あ
る
が
、
四
季
の
舞
台
で
は
飛
田
が
影
山
と
相
槌
を
交
わ
し
、
ピ
ス

ト
ル
を
持
っ
た
右
手
を
観
客
に
わ
か
る
よ
う
に
大
き
く
掲
げ
、
ゆ
っ
く

り
と
退
場
す
る
。
こ
の
演
出
で
は
、
観
客
の
多
く
は
、
結
末
の
〈
銃

声
〉
を
飛
田
と
関
係
づ
け
て
解
釈
し
た
だ
ろ
う
。

　
原
作
に

沿
っ
た
オ
ー
プ
ン
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
選
択
し
た
と
い
う
点
で

は
、
②
池
辺
晋
一
郎
作
曲
・
鵜
山
仁
脚
本
に
よ
る
、
オ
ペ
ラ
「
鹿
鳴
館
」

（1

10
1
O
年
初
演
、
新
国
立
劇
場
）
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本

作
の
場
合
、
そ
の
選
択
は
、
著
作
権
者
の
意
向
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

も
と
も
と
オ
ペ
ラ
で
は
、
原
作
の
改
変
に
あ
ま
り
う
る
さ
く
な
く
、
三

島
作
品
で
も
「
卒
塔
婆
小
町
」
（
石
桁
真
礼
生
作
曲
、
一
九
五
六
年
初

演
）
、
F
金
閣
寺
」
（
黛
敏
郎
作
曲
、
一
九
七
六
年
初
演
）
、
r
午
後
の
曳

航
」
（
ハ
ン
ス
・
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ヘ
ン
ツ
ェ
作
曲
、
一
九
九
〇
年
初
演
）

な
ど
が
、
大
胆
な
翻
案
に
よ
っ
て
過
去
に
オ
ペ
ラ
化
さ
れ
て
き
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
「
鹿
鳴
館
」
に
限
っ
て
は
事
情
が
異
な
っ
た
。
著
作
権

者
か

ら
翻
案
の
許
可
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
当

初
は

池
辺
自
ら
が
戯
曲
の
翻
案
を
企
図
し
て
い
た
が
、
手
に
負
え
ず
に
、
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リ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
作
業
は
鵜
山
に
託
さ
れ
た
。
結
果
、
一
言
一
句
、
セ

リ
フ
は
変
え
ず
に
、
行
数
を
削
っ
て
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
三
分
の
一
ほ
ど
に

圧
縮

し
た
台
本
に
、
池
辺
が
曲
を
付
け
る
形
が
取
ら
れ
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
上
演
で
は
ラ
ス
ト
の
多
義
性
は
維
持
さ
れ
た
が
、
池

辺
自
身
は
、
ラ
ス
ト
の
〈
銃
声
〉
に
つ
い
て
、
「
最
後
に
ピ
ス
ト
ル
の

音
が
響

く
け
ど
、
そ
の
場
面
は
見
せ
な
い
。
『
か
も
め
』
の
最
後
が
そ

う
で
す
よ
ね
。
自
殺
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
れ
を
自
殺
と
は
言
わ
な

　お
　い

」
と
発
言
し
て
お
り
、
〈
銃
声
〉
を
清
原
の
自
殺
と
捉
え
て
い
た
向

き
が
強
い
よ
う
だ
。

　
そ

し
て
、
　
F
鹿
鳴
館
」
の
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
史
上
、
最
も
大
き
な

改
変

を
行
っ
た
の
が
、
③
鎌
田
敏
夫
脚
本
に
よ
る
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
鹿

鳴
館
」
（
二
〇
〇
八
年
一
月
五
日
放
映
・
テ
レ
ビ
朝
日
）
で
あ
る
。
市

川
映
画
と
同
様
に
、
当
時
の
国
際
情
勢
や
、
猿
芝
居
と
知
り
つ
つ
鹿
鳴

館
外
交
に

希
望

を
託
さ
ざ
る
を
得
な
い
影
山
外
務
卿
の
苦
境
が
大
幅
に

書
き
足
さ
れ
、
政
治
ド
ラ
マ
の
趣
を
強
め
て
い
る
が
、
原
作
戯
曲
も
含

め
た
こ
れ
ま
で
の
「
鹿
鳴
館
」
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
影
山
と
清
原

の

ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
で
あ
る
。
過
去
の
「
鹿
鳴
館
」
で
は
、
影
山
（
政

府
・
現
実
主
義
者
）
と
清
原
（
反
政
府
・
理
想
主
義
者
）
は
対
極
に
あ

る
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
が
、
鎌
田
の
脚
本
で
は
、
政
治
と
い
う

大
目
的
の
た
め
に
は
家
庭
や
愛
情
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
も
や
む
な
し
と

す

る
、
非
情
な
タ
イ
プ
と
し
て
、
両
者
が
同
列
に
置
か
れ
て
い
る
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
原
作
で
は
曖
昧
だ
っ
た
久
雄
が
父
を
憎
む
動
機

を
、
市
川
が
旦
ハ
体
的
に
書
き
足
し
、
親
と
し
て
の
清
原
の
愚
か
さ
と
、

そ

れ

ゆ
え
に
自
死
を
も
っ
て
贈
う
清
原
の
心
理
を
わ
か
り
や
す
く
し
た
。

そ

の

意
味
で
は
、
原
作
戯
曲
の
「
悲
劇
」
性
は
、
映
画
で
も
そ
の
ま
ま

保
存
さ
れ
た
。

　
他
方
、
鎌
田
の
脚
本
で
強
調
さ
れ
た
の
は
、
清
原
の
徹
底
し
た
鈍
さ

だ

っ

た
。
原
作
の
清
原
は
、
か
く
も
激
し
く
自
分
を
憎
む
久
雄
の
淋
し

さ
を
瞬
時
に
見
抜
い
た
か
ら
こ
そ
、
息
子
の
手
に
よ
っ
て
敗
北
へ
と
至
っ

た
。
し
か
し
、
鎌
田
の
脚
本
で
は
、
そ
も
そ
も
久
雄
の
殺
害
者
は
清
原

の

腹
心
の

部
下
で
あ
り
、
清
原
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
久
雄
の
行

動
を
ま
っ
た
く
理
解
で
き
な
い
清
原
は
、
親
と
し
て
の
不
甲
斐
な
さ
、

鈍

さ
を
朝
子
か
ら
激
し
く
糾
弾
さ
れ
る
。

　
朝
子
の
叱
責
か
ら
久
雄
の
本
意
を
初
め
て
知
っ
た
清
原
は
、
漸
塊
の

念
に

駆

ら
れ
、
一
度
は
こ
め
か
み
に
銃
を
充
て
る
が
、
最
後
の
最
後
で

理
想

を
捨
て
き
れ
ず
、
空
砲
を
空
に
向
け
て
放
ち
、
夜
の
街
に
消
え
て

い

v
o
そ
の
〈
銃
声
〉
を
鹿
鳴
館
で
聞
い
た
朝
子
は
、
清
原
が
自
害
し

た

と
思
い
泣
き
崩
れ
る
が
、
影
山
は
、
「
あ
の
男
は
、
き
っ
と
死
ん
で

い

な
い
。
そ
う
い
う
男
だ
」
と
つ
ぶ
や
く
。
最
終
的
に
朝
子
は
、
影
山

と
清
原
が
似
た
者
同
士
、
そ
し
て
、
自
分
も
ま
た
、
そ
の
同
類
で
あ
っ

た

こ
と
を
痛
感
し
、
自
分
こ
そ
、
こ
の
血
ま
み
れ
の
男
の
伴
侶
に
ふ
さ

わ
し
い
と
、
ワ
ル
ツ
を
踊
り
な
が
ら
影
山
と
共
に
生
き
る
こ
と
を
心
に

誓

う
。
つ
ま
り
、
鎌
田
の
脚
本
で
は
、
「
悲
劇
」
で
あ
っ
た
原
作
戯
曲

が
、
「
雨
降
っ
て
地
固
ま
る
」
よ
う
な
、
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
へ
と
読
み

替
え

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

一 119一



結
語

　
以
上
見
て

き
た
よ
う
に
、
「
鹿
鳴
館
」
を
ラ
ス
ト
の
〈
銃
声
〉
の
演

出
方
法
か
ら
見
る
と
き
、
（
A
）
原
作
戯
曲
の
多
義
性
が
保
存
さ
れ
た

演
出
、
（
B
）
想
定
さ
れ
た
解
の
う
ち
の
一
つ
が
選
択
さ
れ
た
演
出
、

（
o
）
作
者
の
想
定
を
超
え
た
演
出
、
の
1
1
1
つ
に
大
別
で
き
る
。

　
冒
頭
に
掲
げ
た
、
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
の
〈
銃
声
〉
が
何
だ
っ
た
の
か
と

い

う
問
い
は
、
原
作
戯
曲
に
は
答
え
が
な
い
。
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し

て

作
者
が

意
図
し
て
創
作
し
た
の
で
あ
り
、
〈
銃
声
〉
に
よ
っ
て
舞
台

が
止
ま
り
、
そ
の
意
味
が
明
か
さ
れ
な
い
ま
ま
、
ワ
ル
ツ
の
再
開
に
よ
っ

て
再
び

舞
台
が
動
き
出
し
、
一
同
が
踊
り
狂
う
う
ち
に
幕
と
な
る
ラ
ス

ト
が
、
原
作
戯
曲
の
最
大
の
見
せ
場
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
多
義

的
で
、
未
完
結
の
魅
力
を
も
つ
原
作
戯
曲
を
支
持
す
る
立
場
か
ら
は
、

後
世
の
翻
案
作
を
、
作
者
の
意
図
に
反
し
た
楼
小
化
と
見
る
向
き
も
当

然
に

あ
る
だ
ろ
う
。
松
浦
竹
夫
や
戌
井
市
郎
、
浅
利
慶
太
の
演
出
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
し
た
（
A
）
の
試
み
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
本
来
六
〇
〇
人
程
度
の
中
劇
場
向
き
の
芝
居
と
し
て

作

ら
れ
た
「
鹿
鳴
館
」
“
J
、
　
1
八
O
O
人
以
上
を
収
容
可
能
な
帝
劇
の

よ
う
な
大
劇
場
に
移
し
た
り
、
ま
た
数
万
人
単
位
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す

る
映
画
に
移
し
替
え
た
り
す
る
場
合
、
各
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
想
定
す
る
オ
ー

デ

ィ
エ
ン
ス
の
性
格
も
自
ず
と
異
な
っ
て
く
る
。
一
般
的
に
、
オ
ー
デ
ィ

エ

ン

ス

の

規
模
が
拡
大
す
る
ほ
ど
〈
わ
か
り
や
す
さ
〉
が
求
め
ら
れ
る

傾
向
に
あ
る
が
、
本
作
の
場
合
、
「
清
原
の
自
殺
」
と
い
う
く
一
つ
の

解
〉
へ
と
収
束
す
る
こ
と
で
起
承
転
結
が
は
っ
き
り
し
、
F
悲
劇
」
性

が

よ
り
深
ま
る
結
果
と
な
っ
た
。
石
井
ふ
く
子
、
市
川
昆
の
演
出
は
、

そ
の
よ
う
な
〈
普
及
版
〉
を
意
図
し
た
（
B
）
の
試
み
で
あ
っ
た
と
考

え

ら
れ
る
。

　
他
方
、
制
作
サ
イ
ド
の
視
点
か
ら
文
学
作
品
を
捉
え
直
す
と
き
、
過

去
に
何
度
も
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
て
き
た
「
鹿
鳴
館
」
の
よ
う
な

テ

キ
ス
ト
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
解
釈
を
付
与
す
る
こ
と
自
体
が
、
後
世

の

ア

ダ
プ
タ
ー
の
創
造
的
喜
び
で
も
あ
る
。
ま
た
逆
に
、
ア
ダ
プ
タ
ー

た

ち
に
読
み
替
え
を
迫
る
よ
う
な
、
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
の
嗜
好
の
変
化

も
当
然
あ
る
だ
ろ
う
。
「
悲
劇
」
を
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
読
み

替
え
た
鎌
田
敏
夫
の
試
み
（
C
）
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
。

　
そ

し
て
、
こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
に
移
し
替
え
ら
れ
、

語
り
直
さ
れ
、
読
み
替
え
ら
れ
な
が
ら
、
長
い
時
間
を
生
き
抜
く
生
命

力
を
も
っ
た
テ
キ
ス
ト
を
、
私
た
ち
は
「
名
作
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。

注

（
1
）
　
劇
団
新
派
公
式
サ
イ
ト
、
作
品
紹
介
（
八
重
子
十
種
）
「
鹿
鳴
館
」

　

Fあ
ら
す
じ
」
・
L
6
り
O
　
h
t
t
p
・
・
／
／
w
w
w
．
s
h
o
u
c
h
i
k
u
．
c
o
．
j
p
／
s
h
i
n
p
a
／

　
　
w
o
r
k
s
／
Y
a
e
k
o
9
／
g
g
°
h
t
m
l
　
（
二
〇
一
八
年
九
月
一
二
日
ア
ク
セ
ス
）
。

（
o
“
）
　
F
杉
村
春
子
人
・
寸
描
」
『
朝
日
新
聞
』
　
一
九
五
五
年
一
一
月
二
五

　

日
記
事
。

（
3
）
　
再
小
嬌
コ
ニ
島
由
紀
夫
『
鹿
鳴
館
』
と
杉
村
春
子
ー
水
谷
八
重
子
と

　
　
の
比
較
を
通
し
て
」
『
演
劇
映
像
学
2
0
1
1
』
第
四
集
、
二
〇
一
二

一 120一



　
　
年
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
。

（
4
）
　
杉
村
春
子
「
私
の
転
機
」
『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
i
l
u
r
1
月
二
六
日

　
　
記
事
。

（
5
）
　
三
島
由
紀
夫
「
『
鹿
鳴
館
』
に
つ
い
て
」
『
毎
日
新
聞
』
一
九
五
九
年

　
　
一
二
月
四
日
記
事
。

（c
o
）
　
F
稽
古
場
め
ぐ
り
」
『
テ
ア
ト
ロ
』
一
九
五
六
年
一
二
月
。

（
7
）
　
三
島
由
紀
夫
「
美
し
き
鹿
鳴
館
時
代
ー
再
演
『
鹿
鳴
館
』
に
つ
い
て
」

　
　
『
新
派
鹿
鳴
館
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
一
九
六
二
年
一
一
月
O

（
8
）
　
二
〇
一
八
年
五
月
二
三
日
、
水
谷
良
重
氏
に
メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
、

　
　
返
信
を
い
た
だ
く
か
た
ち
で
確
認
し
た
。

（
9
）
　
野
口
達
観
二
編
こ
局
橋
誠
一
郎
ほ
か
著
『
水
谷
八
重
子
』
立
風
圭
旦
房
、

　
　
一
九
七
九
年
。

（
2
）
　
佐
久
間
良
子
コ
ニ
島
戯
曲
に
挑
む
・
鹿
鳴
館
」
『
読
売
新
聞
』
　
一
九

　
　
八
1
　
l
u
r
l
l
l
月
l
　
I
七
日
　
（
夕
刊
）
記
事
。

（
H
）
　
長
岡
輝
子
「
鹿
鳴
館
の
あ
し
あ
と
」
『
文
学
座
鹿
鳴
館
パ
ン
フ
レ
ッ

　
　
ト
』
　
1
九
五
九
年
一
一
月
。

（
1
2
）
　
奥
野
健
男
「
「
鹿
鳴
館
』
に
つ
い
て
」
『
文
学
座
創
立
2
0
周
年
記
念
公

　
　
演
プ

ロ

グ
ラ
ム
』
一
九
五
六
年
一
一
月
。

（
3
1
）
　
松
浦
竹
夫
「
わ
が
『
鹿
鳴
館
』
」
『
悲
劇
喜
劇
』
第
四
〇
八
号
、
一
九

　
　
八
四
年
一
〇
月
。

（
1
4
）
　
三
島
由
紀
夫
「
『
鹿
鳴
館
』
に
つ
い
て
」
『
文
学
座
創
立
2
0
周
年
記
念

　
　
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
一
九
五
六
年
一
一
月
。

（
1
）
　
注
4
に
同
じ
。

（
1
）
　
松
浦
竹
夫
「
『
鹿
鳴
館
』
随
想
」
『
鹿
鳴
館
悲
劇
四
幕
』
秋
田
演
劇
鑑

　
　
賞
会
機
関
誌
第
一
六
号
、
一
九
五
八
年
九
月
。

（
1
7
）
　
諏
訪
正
「
舞
踏
す
る
劇
的
文
体
ー
『
鹿
鳴
館
』
か
ら
『
サ
ド
侯
爵
夫

　
　
人
』
へ
」
『
劇
団
四
季
鹿
鳴
館
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』
1
1
0
0
六
年
一
月
e

（
1
8
）
　
戌
井
市
郎
「
『
鹿
鳴
館
』
の
回
想
」
『
名
作
舞
台
シ
リ
ー
ズ
鹿
鳴
館
』

　
　
ぬ
利
彦
出
版
、
一
九
九
〇
年
。

（
1
9
）
　
〔
対
談
〕
水
谷
八
重
子
・
杉
村
春
子
「
『
鹿
鳴
館
』
の
役
づ
く
り
」

　
　
『
新
派
・
鹿
鳴
館
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
一
九
七
二
年
一
二
月
。

（
2
）
　
今
井
欣
三
郎
「
八
重
子
、
　
一
代
の
芸
」
『
読
売
新
聞
』
　
一
九
七
二
年

　
　
一
1
l
月
l
1
0
日
記
事
（
夕
刊
）
。

（
2
）
　
注
1
8
に
同
じ
。

（
2
）
　
注
2
0
に
同
じ
。

（
2
3
）
　
注
8
に
同
じ
。

（
2
）
　
大
下
英
治
『
石
井
ふ
く
子
　
お
ん
な
の
学
校
・
下
巻
』
一
九
九
五
年
、

　
　
文
藝
春
秋
。

（
2
）
　
注
2
4
に
同
じ
。

（
2
）
　
注
2
4
に
同
じ
。

（2
7
）
　
注
1
0
に
同
じ
。

（
2
8
）
　
松
浦
竹
夫
「
離
れ
て
も
好
き
な
人
」
『
悲
劇
喜
劇
』
　
一
九
八
二
年
七

　
　
月
O

（
2
9
）
〔
イ
ン
タ
ビ
r
t
　
－
〕
　
r
市
川
昆
は
語
る
ー
映
画
ら
し
い
映
画
に
一
歩
で

　
　
も
近
づ
き
た
い
」
『
キ
ネ
マ
旬
報
』
一
九
八
六
年
九
月
上
旬
号
。

（
3
）
　
注
2
9
に
同
じ
。

（
1
3
）
　
r
劇
団
四
季
「
鹿
鳴
館
』
主
演
の
日
下
武
史
《
悪
の
魅
力
》
語
り
自

　
　
在
」
『
読
売
新
聞
』
二
〇
〇
六
年
＝
月
一
五
日
（
夕
刊
）
記
事
。

（
3
2
）
　
F
日
本
語
の
美
し
さ
、
俳
優
も
魅
了
　
三
島
由
紀
夫
の
名
作
「
鹿
鳴

　
　
館
」
劇
団
四
季
が
上
演
へ
」
『
読
売
新
聞
』
二
〇
〇
六
年
九
月
六
日

　
　
（
大
阪
夕
刊
）
記
事
。

（
3
3
）
　
〔
座
談
会
〕
「
『
鹿
鳴
館
』
の
オ
ペ
ラ
化
を
め
ぐ
っ
て
1
池
辺
晋
一

　
　
郎
氏

を
囲
ん
で
」
『
三
島
由
紀
夫
研
究
⑩
越
境
す
る
三
島
由
紀
夫
』
二

　
　

O
I
O
年
、
鼎
書
房
。
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（付

記
）
本
研
究
は
J
S
P
S
科
研
費
一
五
K
O
二
一
八
六
の
助
成
を
受
け

　
　
　
た
も
の
で
す
。
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